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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益および雇用・所得環境の改善が続くなど、緩やかな回復基調で

推移する一方で、地政学リスクの拡大や、海外経済の不確実性の高まりに伴う金融資本市場の変動の影響もあり、

依然として先行きに留意が必要な状況になりました。

この間、建設業界におきましては、公共投資及び民間投資が堅調に推移したことにより、受注環境は好調な状況

が続くものの、建設技能労働者不足による労務単価の高騰、建設資材価格の高止まりなど、動向に注視が必要な経

営環境が続いてまいりました。

このような状況の下、当社グループでは「３カ年経営計画」の最終年度にあたり、積極的に受注活動を行うとと

もに、工事原価管理の徹底と財務体質の改善に全社をあげて取り組んでまいりました。

　その結果、当連結会計年度の売上高は、前期比7.8％減の405億51百万円、営業利益は前期比20.9％減の22億88百

万円、経常利益は前期比21.2％減の22億円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比35.7％減の10億43百万円と

なりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　なお、セグメント利益は連結損益計算書における営業利益と対応しております。

（建設事業）

　売上高は前期比7.8％減401億76百万円、セグメント利益は前期比18.3％減の22億88百万円となりました。

（不動産事業）

　売上高は前期比2.9％減の３億96百万円、セグメント利益は販売用不動産の評価見直しを行ったこと等により前

期比74.9％減の30百万円となりました。

　

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の資産合計は、現金預金が増加したものの、受取手形・完成工事未収入金等が減少したこと等

により、前連結会計年度末に比べ18億９百万円減の361億34百万円となりました。

　負債合計は、借入金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ29億52百万円減の248億25百万円となりま

した。

　純資産合計は、親会社株主に帰属する当期純利益10億43百万円を計上したこと等により、前連結会計年度末に比

べ11億43百万円増の113億８百万円となりました。

　この結果、１株当たり純資産額は前連結会計年度末35.26円から3.97円増の39.23円となりました。　
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　営業活動によるキャッシュ・フローが74億27百万円のプラス、投資活動によるキャッシュ・フローが１億58百万

円のマイナスとなり、財務活動によるキャッシュ・フローが30億53百万円のマイナスとなりました。

　この結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は70億19百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　売上債権が減少したこと等により、前連結会計年度14億16百万円のプラスから74億27百万円のプラスとなり、60

億11百万円の増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の売却による収入が減少したこと等により、前連結会計年度82百万円のマイナスから１億58百万円

のマイナスとなり、75百万円の減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　借入金が減少したこと等により、前連結会計年度８億97百万円のマイナスから30億53百万円のマイナスとなり、

21億56百万円の減少となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期

自己資本比率（％） 15.7 21.1 21.9 26.8 31.3

時価ベースの自己資本比率（％） 40.7 64.0 39.6 49.4 59.8

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
― 5.6 14.0 8.2 1.1

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
― 17.0 8.6 17.0 103.9

　自己資本比率：自己資本／総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

　（注１）各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

　（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。

　（注３）営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・

　 フロー」及び「利息の支払額」を用いております。

（４）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策効果による緩やかな回復基調が期

待されるものの、海外経済の不確実性の高まりや金融資本市場の変動の影響に留意が必要な状況が続くものと予想

されます。

　次期（平成31年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高428億円、営業利益23億40百万円、経常利益

22億60百万円、親会社株主に帰属する当期純利益15億50百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外での活動がないことから、会計基

準につきましては日本基準を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,804 7,019

受取手形・完成工事未収入金等 24,841 18,806

未収入金 171 159

販売用不動産 333 306

未成工事支出金 338 926

不動産事業支出金 48 -

材料貯蔵品 150 121

繰延税金資産 270 247

その他 213 168

貸倒引当金 △56 △47

流動資産合計 29,114 27,708

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 4,439 4,444

機械、運搬具及び工具器具備品 1,099 989

土地 5,537 5,063

リース資産 40 40

建設仮勘定 4 -

減価償却累計額 △3,205 △3,146

有形固定資産合計 7,914 7,392

無形固定資産 174 259

投資その他の資産

投資有価証券 257 281

破産更生債権等 1,724 1,125

繰延税金資産 74 80

敷金及び保証金 293 296

その他 147 142

貸倒引当金 △1,757 △1,151

投資その他の資産合計 739 773

固定資産合計 8,828 8,425

資産合計 37,943 36,134
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 13,995 13,830

短期借入金 9,433 6,841

未払法人税等 29 439

リース債務 9 7

未成工事受入金 463 364

完成工事補償引当金 126 355

賞与引当金 185 262

預り金 37 74

その他 865 483

流動負債合計 25,145 22,658

固定負債

長期借入金 2,127 1,676

リース債務 19 15

退職給付に係る負債 337 327

長期預り保証金 121 121

繰延税金負債 24 25

固定負債合計 2,632 2,167

負債合計 27,777 24,825

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 1,703 1,703

利益剰余金 6,439 7,482

自己株式 △3 △3

株主資本合計 10,139 11,182

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7 26

退職給付に係る調整累計額 18 99

その他の包括利益累計額合計 26 125

純資産合計 10,165 11,308

負債純資産合計 37,943 36,134
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高

完成工事高 43,562 40,167

不動産事業売上高 396 384

売上高合計 43,958 40,551

売上原価

完成工事原価 38,674 35,768

不動産事業売上原価 237 310

売上原価合計 38,911 36,078

売上総利益

完成工事総利益 4,888 4,399

不動産事業総利益 158 73

売上総利益合計 5,047 4,472

販売費及び一般管理費 2,154 2,184

営業利益 2,892 2,288

営業外収益

受取利息 1 4

受取配当金 5 6

受取地代家賃 10 10

その他 13 18

営業外収益合計 30 40

営業外費用

支払利息 83 72

訴訟関連費用 29 24

固定資産除却損 - 18

その他 17 13

営業外費用合計 130 128

経常利益 2,792 2,200

特別損失

減損損失 689 437

完成工事補償引当金繰入額 - 240

固定資産売却損 334 -

特別損失合計 1,023 677

税金等調整前当期純利益 1,768 1,522

法人税、住民税及び事業税 165 468

法人税等調整額 △20 10

法人税等合計 144 479

当期純利益 1,623 1,043

親会社株主に帰属する当期純利益 1,623 1,043
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 1,623 1,043

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29 19

退職給付に係る調整額 35 80

その他の包括利益合計 65 99

包括利益 1,688 1,143

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,688 1,143

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,000 1,703 4,813 △3 8,513

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,623 1,623

連結子会社の合併によ

る変動
2 2

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 1,626 △0 1,626

当期末残高 2,000 1,703 6,439 △3 10,139

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △22 △16 △39 8,474

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,623

連結子会社の合併によ

る変動
2

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
29 35 65 65

当期変動額合計 29 35 65 1,691

当期末残高 7 18 26 10,165
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,000 1,703 6,439 △3 10,139

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,043 1,043

連結子会社の合併によ

る変動
―

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 1,043 △0 1,043

当期末残高 2,000 1,703 7,482 △3 11,182

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 7 18 26 10,165

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,043

連結子会社の合併によ

る変動
―

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
19 80 99 99

当期変動額合計 19 80 99 1,143

当期末残高 26 99 125 11,308
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,768 1,522

減価償却費 128 145

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24 △615

工事損失引当金の増減額（△は減少） △26 -

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 90 228

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 38 70

受取利息及び受取配当金 △7 △11

支払利息 83 72

有形固定資産売却損益（△は益） 334 △2

減損損失 689 437

売上債権の増減額（△は増加） 177 6,036

未成工事支出金の増減額（△は増加） △144 △588

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △13 105

未収入金の増減額（△は増加） 78 11

仕入債務の増減額（△は減少） △1,727 △165

未成工事受入金の増減額（△は減少） 280 △98

未収消費税等の増減額（△は増加） 3 △37

未払消費税等の増減額（△は減少） 216 △352

その他 184 751

小計 2,129 7,510

利息及び配当金の受取額 6 11

利息の支払額 △83 △71

法人税等の支払額 △636 △97

法人税等の還付額 - 74

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,416 7,427

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △69 △74

有形固定資産の売却による収入 107 41

貸付金の回収による収入 1 1

その他 △122 △126

投資活動によるキャッシュ・フロー △82 △158

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 125 △2,185

長期借入れによる収入 770 500

長期借入金の返済による支出 △1,781 △1,358

リース債務の返済による支出 △10 △10

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △897 △3,053

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 436 4,215

現金及び現金同等物の期首残高 2,305 2,804

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

61 -

現金及び現金同等物の期末残高 2,804 7,019
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、常務会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の組織体制に基づき事業活動を展開しており、「建設事業」、「不動産事業」の２つを

報告セグメントとしております。

「建設事業」は、建築・土木・電気その他建設工事全般に関連する事業を行っております。「不動産事業」は、不

動産の販売、賃貸その他不動産に関連する事業を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載

と概ね同一であります。セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注)１、２

連結損益計算書
計上額(注)３建設事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 43,562 396 43,958 ― 43,958

セグメント間の内部

　売上高又は振替高
8 12 20 △20 ―

計 43,570 408 43,978 △20 43,958

セグメント利益 2,800 120 2,921 △29 2,892

セグメント資産 31,508 5,659 37,167 775 37,943

その他の項目

減価償却費 50 76 126 1 128

減損損失 689 ― 689 ― 689

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

125 28 153 ― 153

(注) １ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用（一般管理費）

　 であります。

　 ２ セグメント資産の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない連結財務諸表提出会社での

　 余資運用資金及び福利厚生施設に係る資産等であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注)１、２

連結損益計算書
計上額(注)３建設事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 40,167 384 40,551 ― 40,551

セグメント間の内部

　売上高又は振替高
8 11 20 △20 ―

計 40,176 396 40,572 △20 40,551

セグメント利益 2,288 30 2,318 △29 2,288

セグメント資産 30,365 5,044 35,410 723 36,134

その他の項目

減価償却費 67 74 142 1 144

減損損失 ― 437 437 ― 437

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

266 11 278 ― 278

(注) １ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用（一般管理費）

　 であります。

　 ２ セグメント資産の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない連結財務諸表提出会社での

　 余資運用資金及び福利厚生施設に係る資産等であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 35.26円 39.23円

１株当たり当期純利益金額 5.63円 3.62円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

潜在株式がないため記載しておりま
せん。

同左

(注) １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益金額 (百万円) 1,623 1,043

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益金額

(百万円) 1,623 1,043

普通株式の期中平均株式数 (株) 288,293,974 288,293,094
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(重要な後発事象)

当社は、平成30年４月26日開催の取締役会において、単元株式数の変更について決議するとともに、平成30年６月

22日開催予定の第75回定時株主総会に株式併合について付議することを決議いたしました。

詳細につきましては、本日（平成30年４月26日）公表いたしました「単元株式数の変更、株式併合および定款の一

部変更に関するお知らせ」をご覧ください。
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４．補足情報

　 生産、受注及び販売の状況

　①部門別売上高明細表

区分

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

比較増減（△）

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
増減率
(％)

建
設
事
業

建 築 31,084 70.7 29,584 73.0 △1,499 △4.8

土 木 10,359 23.6 8,937 22.0 △1,422 △13.7

電 気 2,118 4.8 1,645 4.1 △472 △22.3

計 43,562 99.1 40,167 99.1 △3,395 △7.8

不動産事業 396 0.9 384 0.9 △11 △3.0

合 計 43,958 100 40,551 100 △3,406 △7.8

　②受注状況

区分

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

比較増減（△）

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
構成比
(％)

金額(百万円)
増減率
(％)

受
注
工
事
高

建 築 26,772 71.4 31,833 76.3 5,061 18.9

土 木 8,859 23.6 8,122 19.5 △737 △8.3

電 気 1,857 5.0 1,771 4.2 △86 △4.6

合 計 37,490 100 41,727 100 4,237 11.3

繰
越
工
事
高

建 築 24,902 84.9 27,151 87.9 2,248 9.0

土 木 4,135 14.1 3,320 10.8 △814 △19.7

電 気 287 1.0 413 1.3 125 43.7

合 計 29,325 100 30,886 100 1,560 5.3

(注) １ 当社グループでは建設事業以外は受注生産を行っておりません。

　 ２ 当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。

以 上
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